
 

 

 

令和２年度 第２回こみっとフェスティバル実行委員会 会議の概要 
 

 

日時 

及び場所 

令和２年７月15日（水）14:00～15:00  

水戸市役所本庁舎３階 会議室303 

参加者 団 体：出席者一覧のとおり 

水戸市：入野，橋本，尾崎………（事務局） 

 

 

 

 

内 容 

（要旨） 

 

(1)運営体制（案）について 

 〇ステージ発表，相談・交流・物販・体験，広報の３つの分科会を設置し，分科

会ごとに検討を進め，事務局及び実行委員会に進捗状況を報告する。 

  （ステージ発表）子育ち支援 BE-LIEF，NPO 消費者市民ネット 21 

水戸こどもの劇場，茨城大学こみフェスチーム 

  （相談・交流・物販・体験）にこにこ食堂，いばらき被害者支援センター，ナルク水戸，

茨城大学こみフェスチーム 

  （広報・パネル展示）NPO 消費者市民ネット 21，茨城大学こみフェスチーム 

 

 (2)広報物の作成等について 

〇広報物の作成スケジュールは下記のとおり決定した 

 参加団体募集チラシ    ９月  チラシ（A4）    １月 

 ポスター（A2）      １月  パンフレット（A5） １月 

 

 ・例年９月に作成している第１版のチラシについては，秋に開催されているイ

ベント等で配布をしていたが，現在のコロナ禍，イベント中止の状況を踏ま

え，今年度は配布・作成を行わないこととする。 

 ・パンフレットは,当日のみの配布だけでなく，事前に市内の教育機関,公共施

設等で広く配布することにより，市民活動団体の認知度を高めていくことと

する。 

 

(3)メインテーマについて 

  ・「こみっと」というワードにこだわらず，ボランティアを全面に出したほう

が良いのではないか。 

  ・「こみっと」の認知度を高めるため，引き続き前回と同じテーマが良いので

はないか。 

  ・テーマを短くしたほうがよいのではないか。 

  ⇒様々な意見を踏まえ，下記のとおりテーマを決定した。 

メインテーマ：つなげよう ひろげよう こみっとの輪 

   サブテーマ：わたしができるボランティア 

    

(4) Facebook ページの活用について 

・ コロナ禍を踏まえ，Facebook 等の SNS を活用した PR 活動に注力する。 

 

（5）会場レイアウトについて 

・例年のとおり，２階のイオンホールに不特定多数の方が入場するのは，現在の

コロナ禍を踏まえ，リスクが高く，来場者の安全の確保ができないため，今年

度のこみっとフェスティバルは，規模を縮小し，１階メインコートのみでの開



 

 

催とする。 

・参加団体募集について，現在のコロナ禍を踏まえ，密を避けるために参加団体 

を減らすことも必要なのではないか。 

 


